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１．はじめに 

現在，特別支援学校教員養成課程におけるカリキュラム構成は，教育職員免許法施行規則第７条  

において，特別支援学校教諭の普通免許状取得における特別支援教育に関する科目には，「特別支援教

育の基礎理論に関する科目」「心理，生理及び病理に関する科目」「教育課程及び指導法に関する科目」

に大別されている。ここでは「教育課程及び指導法に関する科目」に視点をあて，卒業後特別支援教

育に関わる教育職を目指す大学生にとっての障害児理解を深めていく教育方法の一例として，一女子

大学の教育学科における実践報告を行う。当該女子大学教育学科においては，卒業要件を満たし，小

学校教諭一種免許状を基礎免許として，特別支援学校教諭一種免許状（知的・肢体・病弱）を取得す

ることができる。 
当該大学の特別支援学校教員養成課程における「教育課程及び指導法に関する科目」では，「知的

障害教育」「障害児指導法」「肢体不自由教育」「病弱教育」「知的障害教育総論」「肢体不自由教育総論」

「病弱教育総論」「視覚障害教育総論」「聴覚障害教育総論」「重複障害等教育総論」の各科目を開講し

ている。 
折しも，2017 年 4 月に特別支援学校幼稚部教育要領，小学部・中学部学習指導要領が告示され改

定の基本的な考え方の中に，「主体的・対話的で深い学び」の視点が示されている。「深い学び」は，

知識理解の量を削減せず，質の高い理解を図るための学習過程の質的改善であると考える。きめ細か

な授業作りが求められる特別支援教育を学ぶ学生こそ「主体的・対話的で深い学び」が不可避である

と考える。さらに，今回の学習指導要領改定では，知的障害教育の各教科段階の目標設定が詳細に示

され，知的障害教育における教科別・領域別指導と各教科等を合わせた指導がポイントとなっている。

大学で開講している「知的障害教育」の科目においても，知的障害の児童のための各教科等の目標や

内容や内容について育成を図る資質・能力の整理が必要であり，特別支援教育における「知的障害教

育」のカリキュラムを踏まえた大学での授業改善も必然的に求められていくこととなる。 
笠木ら(1)，國崎ら(2)が，大学の授業におけるアクティブ・ラーニング，学生の主体的な学びのあり

方について研究をしている。特別支援教育では，竹林地ら(3)が，特別支援教育コーディネーターを目

指す学生のワークショップの企画運営からの学びについて研究をしているが，特別支援学校教員養成

課程における大学での授業改善，学生にとっての効果的な教育方法の在り方についての実践研究は少

ない。ここでは，筆者が 2018 年に担当した３年前期に開講する知的障害教育，障害児指導法，特別

支援教職論，３年後期に開講する聴覚障害教育総論，４年前期の重複障害等教育総論，４年後期の病

弱教育総論を踏まえ，特に「知的障害教育」に視点をあてて実践を紹介する。 
＊ 教育学科准教授

【実践報告】
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２．特別支援学校教員養成課程におけるカリキュラム構成 

 前述した特別支援学校教員養成課程における特別支援教育関係の「教育」に関する科目は，３年次，

４年次に履修する。３年次では後期から小学校教育実習が行われ，４年次は５月から 11 月にかけて

２週間の特別支援学校教育実習が行われる。３年前期の学生は，まだ教育現場での実習生としての体

験がないため，３年前期開講の特別支援教育の科目は，学生の学びに知識・理解・意欲・工夫などの

観点を含んだ創意工夫ある授業構成が必要である。 
また特別支援関係科目を受講する学生は，３年次から２年間学びを深めるので，科目内容は異なる

ものの，学びの方法を変化させることが極めて重要である。例として，３年前期の障害児指導法は，

障害のある子どもの教育についての知識理解を中心とした学びを，特別支援教職論は，学生間，学生

と教師とのディスカッションを様々なグルーピングで行い，考えを文章化していく。知的障害教育は，

指導案作成や模擬授業の実体験を構築する学びとし，3 年後期の聴覚障害教育総論では単障害を深く

掘り下げ，４年前期の重複障害では複合する障害に対する見方考え方をレポートにより深め，4 年後

期の病弱教育総論では，これまでの学びと指導案，模擬授業を駆使した総まとめとして構成している。

障害の種別が異なるだけの学びではなく，学生の学びが科目を追うごとに，知識・理解・整理力・対

話力・文章力・授業力等が深まっていく「学び方」を工夫しているところである。 
 

３．「知的障害教育」における「主体的・対話的で深い学び」の実践 

科目目的は，「知的障害児の臨床を学び，知的障害児の教育課程，指導法，生活や社会性の支援に

ついて正しく理解する。」ことにある。到達目標は，「知的障害児の特性を学び，それらに応じて必要

な支援の仕方を考えることができるようになる。」ことにある。 
 授業内容は，「知的障害教育の教育課程を踏まえ，発達段階と生活年齢を想定しながら，教科学習，

合わせた指導，自立活動を中心に，模擬授業を行い指導方法を深めていく。模擬授業では，特に個別

の指導計画の意義と教師が最も大切な教育環境であることを学ぶ。」こととしている。 
 授業計画は，知的障害教育の教育課程(4) ，知的障害児の発達特性(乳幼児期)(学童期)，知的障害児の

教科学習(5)，合わせた指導（遊びの指導，日常生活の指導，生活単元学習，作業学習），知的障害児の

自立活動(6)によって構成している。授業計画に基づく 15 回の流れは以下の通りである。 
（１）知的障害教育の基礎理解（第 1 回～第 3 回） 
１）知的障害児の特性と学習上の配慮事項 
知的障害教育を行うにあたり，(ア)知的障害の状態は，環境的・社会的条件で変わり得る可能性が

あり，発達上の遅れ又は障害の状態は，ある程度持続するが絶対的に不変で固定的であるということ

ではないこと，(イ)教育的対応を含む広義の環境条件を整備することによって，障害の状態はある程

度改善されたり，知的発達の遅れがあまり目立たなくなったりする場合もあること，つまり，知的障

害は個体の条件だけでなく，環境的・社会的条件との関係で，その障害の状態が変わり得る場合があ

ることを十分に理解しておくことが必要である。 
２）知的障害児の特性と学習上の配慮事項の理解 
次に，知的障害児の具体的な学習上の配慮を，特性を踏まえて理解することが必要である。 

表１ 知的障害児の特性と学習上の配慮 

特 

性 

・学習によって得た知識技能が断片的になりやすく，実際の生活の場で応用されにくい。 

・成功経験が少ないことなどにより，主体的に活動に取り組む意欲が十分に育ちにくい。 
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・抽象的な指導内容よりは，実際的・具体的な内容が効果的である。 

学

習

上

の

配

慮 

 

 

・子どもの実態等に即した指導内容を選択・組織する。 

・子ども自ら見通しをもって行動できるよう分かりやすく規則的でまとまりある題材とする 

・望ましい社会参加を目指し日常生活や社会生活に必要な技能習慣が身につくようにする。 

・生活に結びついた具体的な活動を学習活動の中心に据え，実際的な状況下で学習する。 

・生活の課題に沿った多様な生活経験を通して，日々の生活の質が高まるようにする。 

・興味・関心や得意な面を考慮し，教材・教具等を工夫するとともに，目的が達成しやすいように段階的な指

導を工夫し，学習活動への意欲が育つようにする。 

・できる限り成功体験を豊富にすると共に，自発的自主的活動を大切に主体的活動を促す。 

・一人一人が集団において役割を得られるよう工夫し，その活動を遂行できるようにする。 

３）知的障害児の教育課程の理解（小学部を例に） 
特別支援教育やインクルーシブ教育システムの構築についての全体的な概念把握をしている学生

は多いが，特別支援教育における教育課程の理解は難しい。例えば，視覚障害，聴覚障害，肢体不自

由，病弱の各障害種別の単一障害の児童生徒は，通常の学校の教育課程が適用されるが（下学年適用

も含め），知的障害の児童生徒，または知的障害を併せる児童生徒は，知的障害の教育課程が適用され

ることの意味を理解することがまず必要である。 
学校教育法施行規則第 126 条第 1 項には「特別支援学校の小学部の教育課程は，国語，社会，算数，

理科，生活，音楽，図画工作，家庭及び体育の各教科，道徳，外国語活動，総合的な学習の時間，特

別活動並びに自立活動によって編成するものとする。」とし，同条第 2 項には「前項の規定にかかわ

らず，知的障害者である児童を教育する場合は，生活，国語，算数，音楽，図画工作及び体育の各教

科，道徳，特別活動並びに自立活動によって教育課程を編成するものとする。」としている。さらに，

学校教育法施行規則第 130 条第 2 項には「特別支援学校の小学部，中学部又は高等部においては，知

的障害者である児童若しくは生徒又は複数の種類の障害を併せ有する児童若しくは生徒を教育する場

合において特に必要があるときは，各教科，道徳，外国語活動，特別活動及び自立活動の全部又は一

部について，合わせて授業を行うことができる。」としている。 
この法根拠により，知的障害小学部の教育課

程は，生活，国語，算数，音楽，図画工作及び

体育の各教科，道徳，特別活動並びに自立活動

の教科領域と共に，特に必要がある場合，「各

教科・領域等を合わせた指導」（以下，「合わ

せた指導」）の形態をとることができる。 

新学習指導要領においても，改めて「カリキ

ュラムマネジメント」の重要性が求められてい   

るところであり，知的障害教育の教育課程の理    

解を踏まえた実践は，今後ますます大切になっ        

てくる。                   てくる。 

 
（２）指導案作成，模擬授業，授業評価シートの活用（4 回～15 回） 
 当該大学教育学科では，３年次から教育学科の各教員のもとに 10 名の学生が所属し，「教育演習」

（以下，ゼミ）として学んでいる。 

出典：文部科学省「特別支援教育要領・学習指導要領解説 

総則編（幼稚部・小学部・中学部）
(4)

をもとに筆者作成 

図１ 知的障害小学部の教育課程   
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１）ゼミを基本単位とした班編制（以下，ゼミ班） 
 本科目では，第 1 回の開講からゼミ班を単位として活動している。例えば子どもの授業場面での学

び，子どもと先生との関わり，教材教具の提供の仕方など，具体的な視覚的，聴覚的提示を必ず行い，

考えるテーマを基に，グループで討議しあい，ＫＪ法やポスタワーセッション（グループの協議内容

を簡潔にまとめ，キーワードをもとに具体的な取組等を考えてポスタワーを作成し，発表を聞き合い，

短時間で考えを共有していく手法）へ発展させていくこともある。時間があれば，グルーブ討議の際

に，整理し書き込める表枠を用いて各自が文章化し，肯定・否定のいずれかの立場をとって論拠を出

していくディベートを取れ入れたいとも考えている。 
ゼミを基本単位とするのは，特別支援教育において指導案作成，教材作成，模擬授業のいずれの段

階でもチームとして活動することが主となるためである。日頃より関係性が深いゼミ生同志では，よ

り一層創意工夫された授業構成が期待できる。さらに，他のゼミとの競争意識も芽生え，アイデアあ

る特別支援教育が生まれることも期待している。 
２）実態把握と指導内容の策定練習 
授業構成をするにあたって，児童生徒の実態把握，指導目標の設定，指導内容の吟味，指導方法の

工夫，評価基準の一連の流れが必要である。 
本科目においては，できる限り実際の特別支援学校での授業風景を基に学習を深めてきている。そ

の中では，良い例として，発達段階に即した授業構成，子どもが主役となる授業，教材教具の工夫と

提示の仕方，悪い例として，実態把握が不十分な授業，教師主導型の授業，主指導と副指導との連携

不備等を教示してきた。 
これらの授業場面からゼミ班で討議を重ねても，概念的理解はできるものの，実際に授業構造を指

導案に落とし込むには，まず学生自身が児童の実態を多面的に捉え，文章化する必要がある。 
そこで，教科書として使用している「障害の重い子どもへのかかわりハンドブック～マルチアレン

ジングサポートの観点から～」(7) から事例を抜粋し子どもの実態を探り，指導目標を設定し，指導略

案を考えていく練習を行っていった。本教科書は，筆者が執筆しており，教科書内に事例として挙げ

ている児童の実態は，実際に動画でも提供でき，文書と教育実践が一致して把握できるため，学生も

イメージがつかみやすい。この策定練習は，個人が考えることを基本としており，授業時間総数も限

られているため，ゼミ班で互いに紹介をする程度にとどめている。

     

出典：障害の重い子どもへのかかわりハンドブック～マルチアレンジングサポートの観点から～
(7)

 

図２ 自立活動６区分の相互関連図   
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３）知的障害児童の教科学習                               
① 知的障害小学部，中学部，高等部の発達段階別各教科目標と具体的指導内容の理解 
特別支援学校の教科学習では，興味関心，生活経験，学習状況の３つの要素を十分に考慮した内容

を選択，組織することが大切となる。 
各教科の段階には，小学部１～３段階，中学部，高等部１～２段階で構成されている。各教科目標

の横系列とともに，小学部から高等部までの縦系列の流れを理解したうえで，現段階の授業内容の位

置づけを考えていくことが必要である。 
 各段階の内容は表２の通りである。（小学部のみ掲載） 

 

表２ 知的障害小学部における発達段階別指導内容概略 

小 

１ 

段 

階 

・障害の程度が比較的重く，他人との意思の疎通に困難があり，日常生活を営むのにほぼ常時援助を必要と

する者を対象とした内容。 

・知的発達が極めて未分化であること，生活経験が少ないことなどから，主として教師の直接的な援助を受

けながら，子どもが体験したり，基本的な行動の一つ一つを着実に身に付けることをねらいとする内容。

小

２

段

階 

・１段階ほどではないが，他人との意思の疎通に困難があり，日常生活を営むのに頻繁に援助を必要とする

者を対象とした内容。 

・主として教師からの言葉掛けによる援助を受けたり，教師が示した動作や動きを模倣したりするなどして，

子どもが基本的な行動を身に付けることをねらいとする内容。 

小 

３

段

階 

・障害の程度が比較的軽く，他人との意思の疎通や日常生活を営む際に困難さが見られるが，前段階の程度

までは達せず，適宜援助を必要とする者を対象とした内容。 

・主として子どもが主体的に活動に取り組み，社会生活につながる行動を身に付けることをねらいとする内

容。 

図３ 実態把握を踏まえた指導略案様式 

「障害の重い子どもへのかかわりハンドブック」
(7)

内の事例を基に指導略案を考察する 
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けながら，子どもが体験したり，基本的な行動の一つ一つを着実に身に付けることをねらいとする内容。

小

２

段

階 

・１段階ほどではないが，他人との意思の疎通に困難があり，日常生活を営むのに頻繁に援助を必要とする

者を対象とした内容。 

・主として教師からの言葉掛けによる援助を受けたり，教師が示した動作や動きを模倣したりするなどして，

子どもが基本的な行動を身に付けることをねらいとする内容。 

小 

３

段

階 

・障害の程度が比較的軽く，他人との意思の疎通や日常生活を営む際に困難さが見られるが，前段階の程度

までは達せず，適宜援助を必要とする者を対象とした内容。 

・主として子どもが主体的に活動に取り組み，社会生活につながる行動を身に付けることをねらいとする内

容。 

図３ 実態把握を踏まえた指導略案様式 

「障害の重い子どもへのかかわりハンドブック」
(7)

内の事例を基に指導略案を考察する 
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② ゼミ班での模擬授業に向けての教科選択，発達段階の設定，指導目標及び指導内容の検討 
 「知的障害特別支援学校各教科目標及び内容・具体的内容」の小学部１段階から小学部３段階を

もとに，ゼミ班で，模擬授業を想定した教科選択といずれの発達段階を想定した授業目標とするの

かを検討していく。その際，まず考えておくべきことは主役となる児童の設定であり，次に主指導，

副指導，複数の児童の役柄を考えつつ検討することに留意させていく。 
対象となる児童と教科，発達段階が決まれば，どのような授業構成をするかを考える。班員がそ

れぞれに授業のイメージを出し合い，指導の展開を絞っていくが，ここでの留意点は，児童の実態

を常に意識することと，できる限り教師主導ではなく児童が主役になる学習活動を考えることであ

る。大まかなイメージができれば，練習用のワークシートに文書として記述していく。 
③ 指導案の作成 
全班員の共通理解ができれば，ゼミ班で１枚ではなく，班員全員が指導案を作成する。共通理解

ができていれば，同一の指導の展開が記述されていく。この時の留意点は，児童一人ひとりの評価

基準の設定であるが，まだ児童全体の評価基準に留まることでも良しとしている。 
次に，個々に作成した指導案をゼミ班全員で確認をしあう。共通理解をしていても，若干の違い

が出てくるが，その違いや気づきを指導案の枠外にメモとして記録していく。このことにより，授

業の目標，内容，展開がさらに共通理解されていく。 

  図４ 知的障害特別支援学校 各教科目標及び内容・具体的内容 １.生活 

出典：文部科学省「特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）」
(5)

より抜粋 
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図５ 知的障害特別支援学校小学部教科「算数」「図画工作」指導案例 
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④ 教材作成と模擬授業 
特別支援教育は，教材の創意工夫と提供の仕方が，児童の学びに大きく影響する。集団授業を主

として進行する主指導者，授業進行の補助または個別に児童を指導する副指導者，そして児童のそ

れぞれの役割を考え活動を最も期待する場面である。正規の授業時間内では，試作した教材の改善

点，模擬授業試行に伴う先生と児童のかかわり，指導の具体的展開の方法等の質問に対する助言を

行っていくが，繰り返し模擬授業練習をしていく中で，設定した児童の実態に即した授業となって

いるのか，児童の学びは得られているのか等，検討事項にも深まりが見られてくる。 
繰り返しの練習の後，全受講生の前でゼミ班ごとに 20 組の模擬授業を行う。各ゼミ班の持ち時

間は，15 分とし，メンバー紹介と本時の役割，対象児童の実態の紹介，本時の題材領域と本時の目

標の説明，模擬授業という流れで行っていく。指導案作成に時間をかけ細やかに練られていると，

指導の展開，主指導と児童とのかかわり，教材の提供などに，アイデアが見られる。また，各ゼミ

班の模擬授業は，録画し，後日振り返りを行うこととしている。 
 

⑤ 評価シートの活用 

模擬授業を視聴している学

生は，自分のゼミ班以外の 19

組の模擬授業の中から任意に 1

組の発表を選び「模擬授業評価

シート」に評価をしていく。評

価シートには，学習目標・学習

内容の観点，コミュニケーショ

ンの観点，教師の働きかけの観

点，児童生徒の学びの観点，集

団授業の観点，授業全体を通し

ての各項目があり，３段階評価

と記述により構成している。こ

の評価シートは，実際に特別支

援学校の研究授業で使用されて

いるシートを筆者が一部加工し

たものである。 

 

 

 

 

 

 

⑥ 録画した動画による振り返り 

学生から提出された評価シート，指導案，模擬授業などから最も評価が高かった授業を抽出し，主

指導者，副指導者，児童役から，授業を通して良かった点，難しかった点を中心に発表する。学習指

導要領の「主体的・対話的で深い学び」を中心に，模擬授業のコメントを行う。 

図６ 模擬授業評価シート活用例 
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４）知的障害児の「合わせた指導」                               

① 知的障害教育の「合わせた指導」の意義と指導内容の理解 

 一般に，知的機能の状態が未分化であれば，総合的な活動，即ち領域・教科を合わせた指導の必要 

性が高くなり，他方，知的機能の分化の程度が高くなるにしたがって各教科別の指導が多くなる。小 

学部では，領域・教科を合わせた指導が授業時数の大半を占めており，学年が上がるごとに教科別の 

指導の割合が増加している。 

 指導計画の作成に当たり，他の教科，道徳，特別活動，自立活動及び総合的な学習の時間（小学部 

を除く）との関連，領域・教科を合わせた指導との関連を図り，子どもが習得したことを実際の生活 

に役立たせることが大切である。 

ここでは，遊びの指導，日常生活の指導，生活単元学習，作業学習のうち，日常生活の指導と生活

単元学習について説明する。 

日常生活の指導は，子どもの日常生活が充実し，高まるように日常生活の諸活動を適切に援助する

指導の形態である。日常生活の指導は，生活科の内容だけでなくいろいろな領域や教科にかかわる広

範囲な内容が扱われる。例えば，衣服の着脱，洗面，手洗い，排泄，食事，清潔など基本的生活習慣

の内容やあいさつ，言葉遣い，礼儀作法，時間を守ること，きまりを守ることなど，日常生活や社会

生活をする上で必要な内容等，多様な内容が取り上げられる。 

日常生活の指導に当たっては，次のような点を考慮することが重要である。 

・日常生活の自然な流れに沿い，その活動を実際的で必然性のある状況下で行うようにする。       

・毎日反復して行い，望ましい生活習慣の形成を図るものであり，繰り返しながら，発展的に取り扱

うようにする。                                                                           

・できつつあることや意欲的な面を考慮し，適切な援助を行うとともに，目標を達成していくために

段階的な指導を行うようにする。                                                           

・指導場面や集団の大きさなど，活動の特徴を踏まえ，個々の実態に即した効果的な指導ができるよ

う計画する。                                                                               

生活単元学習は，子どもが生活上の目標を達成したり，課題を解決したりするために，一連の活動

を組織的に経験することによって，自立的な生活に必要な事柄を実際的・総合的に学習する指導の形

態である。生活単元学習の指導では，子どもの学習活動は生活的な目標や課題に沿って組織されるこ

とが大切である。 

生活単元学習の指導計画の作成に当たっては以下のような点を考慮して，単元を構成することが重

要である。 

・実際の生活から発展し，知的障害の状態等や興味や関心などに合ったものであり，個人差の大きい

集団にも適合するものであること。                                                         

・必要な知識・技能の獲得とともに，生活上の望ましい習慣・態度の形成を図るものであり身につけ

た内容が生活に生かされるものであること。                                                 

・子どもが目標をもち，見通しをもって，単元活動に積極的に取り組むものであり，目標意識や課題

意識を育てる活動をも含んだものであること。                                                

・一人ひとりの子どもが力を発揮し，主体的に取り組むとともに，集団全体が単元の活動に共同して

取り組めるものであること。                                                                
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・子どもの目標あるいは課題の成就に必要で十分な活動で組織され，その一連の単元の活動は子ども

の自然な生活としてのまとまりのあるものであること。                                        

・豊かな内容を含む活動で組織され，子どもがいろいろな単元を通して多種多様な経験ができるよう

に計画されていること。                                                                    

② 「合わせた指導」の指導領域選択，発達段階の設定，指導目標及び指導内容の検討 

 本来，授業時間が許せば，「合わせた指導」についてもゼミ班での模擬授業まで深めたいが，先の

教科学習の模擬授業に至るまでに相当の時間を強いられるため，「合わせた指導」は，指導案作成に

よって授業作りを行うことに留めている。「合わせた指導」は，その指導形態の特徴から，どの教科

を合わせているのかが明確でなければならない。 

現在，「合わせた指導」の指導内容は，様々に検索できるが，本科目では「合わせた指導」をわか

りやすく解説している「各教科等を合わせた指導ガイドブック」(8)を参考としている。 

③ 指導案の作成 

「合わせた指導」の指導案は，各自が作成することとしている。模擬授業は行わないが，これまで

ゼミ班で活動してきた実績をもとに，「合わせた指導」の授業内容について，ゼミ班で話し合い指導

案作成を構築していくこととした。ゼミ班の中でも，「合わせた指導」の指導領域，児童の発達段階

の設定も異なるため，立案した者が説明し，相手に指導内容を理解してもらうことに努力が必要とな

る。その説明力が自分の授業作りの具体化に繋がっていくものと思われる。 

 

 
図７ 「合わせた指導 日常生活の指導」指導案例
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４．おわりに 

当該大学の教育学科に在籍する学生は，幼稚園，保育所，小学校，中学校，特別支援学校のそれぞ

れの校園に進んで行く。いずれの校園においても，支援の必要な幼児児童生徒は在籍している。さら

に，特別支援学校教員養成課程を履修する学生にとっては，通常学級，通級指導教室，特別支援学級，

特別支援学校のいずれかにおいて特別支援教育を担うこととなる。 

特別支援教育は，きめ細かな教育，アイデアの教育といわれ，いつの時代も子どもが主役の教育で

なければならない。障害を基軸にではなく，成長発達を基軸にしなければならない。 

今回の学習指導要領改定で言われる「カリキュラム・マネジメント」は，教育課程を核に教科内容

の改善を図ることでもある。知的障害教育の「教科」「合わせた指導」は，今後一層，カリキュラム

に適切に位置づけた指導目標，指導内容，評価の説明責任が求められることとなる。 

大学で開講する「知的障害教育」についても，学生にとっての「主体的・対話的で深い学び」の視

点を踏まえた指導内容，指導方法が必要であり，知的障害教育のカリキュラムの理解と実践ができる

授業構成も必然的に求められていくこととなる。 

今回の実践は，授業の中で「教科」「合わせた指導」までは入ることができたが，「自立活動」の

領域までには時間的に踏み込むことができていない。特別支援教育の核となる「自立活動」をどのよ

うに実際的な模擬授業として組み入れ，学生の学びに繋げることができるかが今後の課題である。 
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